
昼間部 1年
講義
28.8時間
24コマ

回数

1

2 1. Hobbies : p. 5-7

3 2.Clothes and colors: p.8-10

4 2.Clothes and colors: p.11-13

5 3. An active life: p.14-16

6 3. An active life: p.17-19

7 4. Gettign around: p. 22-24

8 4. Gettign around: p. 25-27

9 5. Personality: p.28-30

10 5. Personality: p.31-33

11 Review

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23 Review

24 Exam

前後期各1回

試験期間に設定し、形式は文書試験とする。

本校の規定に基づき、全科において共通評価基準にて算出する。

①試験得点＝50％（10ポイント）

②出席率　 ＝50％（10ポイント）

以 上

試験の実施方法

Message for students
様々なトピックを通して世界の文化の違いを学習しましょう。

成 績 評 価 方 法

上記の2つの項目をそれぞれ１０ポイント（合計20ポイント）に置き換えて、そのポイントに応じてA,B,C,D,F評定を決定す
る。

尚、前提基準として①試験全体平均点の50％未満。または②出席率の50％未満に該当する場合には「F」評価とする
が、通年教科の後期学年末の評価については、前期および後期全体の状況をもって算出する。

関 連 科 目
国際観光論・国際文化比較論

Reference book

How to proceed class

Class introduction, expectations, instructor &1. Hobbies : p. 2-4

Exam

6. Cooking: p. 34-36

6. Cooking: p. 37-39

7. Weather: p. 42-44

7. Weather: p. 45-47

8. Everyday activities: p. 48-50

8. Everyday activities: p. 51-53

9. Math, History, and art: p.54-56

9. Math, History, and art: p.57-59

10. A busy semester: p. 62-64

10. A busy semester: p. 65-67

科 目 区 分 一般教育科目 授 業 コ マ 数

Lesson plan
内容

経 歴

■授業・科目情報

学 習 目 標
To become more aware of current international affairs.									
To improve intercultural communication skills.								
To become more aware of cultural differences.	

教 科 書 Stretch (Oxford)

担 当 教 員 名 佐藤　健太郎 実務経験なし

開 講 学 期 通年 授 業 の 方 法

単 位 数

授 業 概 要（シラバス）　

授 業 科 目 名 国際情勢１（英） 英 文 授 業 科 目 名 Current AffairsⅠ
年 度 ２０２３年度 年 次 英語専攻科

2単位 年 間 授 業 時 間 数

■科目基本情報 専門学校日本ホテルスクール

科 目 番 号 ＧＳ１０１ 分 類 講義科目


